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編集／釜石市総務企画部少子化対策・男女共同参画推進室 
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◎特集「ワーク・ライフ・バランス」 

◎報告「いわて男女共同参画フェスティバル 2008」 

◎さんかくニュース 

「平成２０年度『男女共同参画週間』の標語」 

◎インフォメーション 

  「釜石市子育て応援カード事業」 

  「れでぃす・ねっとわーく」 

「男女共同参画センター出前講座」ほか 
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 人々の希望は、今、多様化しています。 

 最近の世論調査等によると、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであるという考え方に過半数

の人が反対しており、また、男性においても、仕事と家事やプライベートを両立したいと希望し

ている人が多い状況となっているようです。 

 しかし現実には、男性は、仕事優先となり、家事・育児、地域活動など仕事以外の活動に思う

ように関ることができず、女性は、家庭責任が重く、特に育児期において働きたくとも働くこと

が出来ない人が多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした問題を解消し、老若男女あらゆる人々が「仕事の充実」と「仕事以外の生活の充実」

の好循環を生む社会の実現が必要となっています。 

 仕事と生活の両方を大事にすることは、社会や企業にとっても重要なものです。社会にとって

は、少子化対策・子育てしやすい環境づくりといった観点から、個々の企業や組織にとっては、

将来の成長・発展につながる「明日への投資」となる観点から、必要不可欠なことと言えます。 

 平成 19 年 12 月 18 日に、国の「官民トッ

プ会議」により「仕事と生活の調和（ワーク・

ライフ・バランス）憲章」及び「仕事と生活

の調和推進のための行動指針」が策定されま

した。これらにおいて、仕事と生活の調和の

推進により、①就労による経済的自立が可能

な社会、②健康で豊かな生活のための時間が

確保できる社会、③多様な働き方・生き方が

選択できる社会を目指すこととしています。 

 釜石市でも、今年度中の策定を予定してい

る新男女共同参画計画において、重点的に取

り組むべき課題として、この「仕事と生活の

調和（ワーク・ライフ・バランス）」を取り

上げていきたいと考えています。 
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●女性の就業率(25～44歳)

現状 5年後(2012年) 10年後(2017年)
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●週労働時間60時間以上の雇用者の割合

現状 5年後 10年後

１０.８％ ２割減 半減

●短時間勤務を選択できる事業所の割合

現状 5年後 10年後

８.６％以下 １０％ ２５％

●第1子出産前後の女性の継続就業率

現状 5年後 10年後

３８.０％ ４５％ ５５％

「仕事と生活の調和推進のための行動指針」
における国の主な数値目標

＜男性：既婚有業＞ 

（男女共同参画会議・少子化と男女共同参画に関する専門調査会「少子化と男女共同参画に関する意識調査」(平成 18 年)より）

ワーク・ライフ・バランスの希望と現実(H18) 
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期日 平成２０年 6 月２２日(日) 

会場 基調講演：盛岡市民文化ホール(マリオス) 

   分 科 会：いわて県民情報交流センター(アイーナ) 

 

6 月は、いわて男女共同参画推進月間です。6 月２２日に開催された「いわて男女共同参画フ

ェスティバル２００８」では、「エコシフト～チャーミングに世界を変える方法～」と題し、サ

ステナ代表 マエキタ ミヤコ さんが基調講演されたほか、12 の分科会が開催されました。 

今回は、いくつかの分科会について、参加報告いたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分科会 No.１「いい男が語る！ 岩手らしい豊かな暮らし」 
講師：岩手県議会議員 高橋博之氏、早池峰の自然を考える会代表 奥畑充幸氏、 
   工房モーとんファミリー経営者 穴田光宏氏、コーディネーター 須賀原チエ子 
【参加者報告】 
 奥畑さんは大阪出身、穴田さんは東京出身と県外から岩手に移住してこられた方々で、
高橋さんは花巻生まれで上京し、Ｕターンし県議になった３０代の青年。 
 それぞれの家族との絆や地域での活動を淡々と語ってくれましたが、夫婦別姓、障がい
を持った家族とのかかわり方、病気を克服するためにネットワークを広げる活動をする妻
を支える夫婦愛と三人三様の生き様があり、心打たれました。 
 岩手にはなにもないと思っている自分たちは、ほんとうはすばらしい自然と人情に恵ま
れていることに気付かないでいるもったいなさを感じた１日でした。

分科会 No.３「地球温暖化、しずみゆく楽園ツバル ～あなたのたいせつなものはなんですか？～」
講師：医師・医学博士・写真家・国際協力師・ＮＰＯ法人「宇宙船地球号」事務局長 山本敏晴氏
【参加者報告】 
 オーストラリアの北東にある９つの島から出来ている国「ツバル」が、地球温暖化によ
る海面上昇のために、水没の危機にさらされているという。そこで暮らす子どもたちにと
って「たいせつなもの」とは、先進国の子どもたちの夢となんら変わらず「家族」や「Ｄ
ＶＤプレーヤー」など健気なもの。地球温暖化抑止に向けて自分自身が出来ることは何か。
３Ｒは当然のこととして、買い物の際にマイバックを本格活用しようと思います。 
 先進諸国の生産活動等でダメージを受けるのはいつも途上国の人々。温暖化問題のみな
らず、アフリカのダイヤモンド利権に代表されるように各国で起こる内戦や紛争問題。市
場原理主義の中にあっても、バランスのとれた平和な地球を希望します。 

分科会 No.９「環境・健康にやさしいアロマの世界へ」 
講師：庄子里織氏（仙台市在住） 
【参加者報告】 
 日本の医療負担は３割であるが、イギリスは７割、アメリカでは１０割と非常に高く、
病気になると莫大な医療費がかかるため、自ら病気を防ぐ予防医学が発達している。予防
医学のひとつとして植物の力、自然の力を用いたアロマテラピーがある。薬の使い過ぎや
何らかの原因で抗生物質や麻酔が効かない人が増えていると聞く。自らの体験を織り交ぜ
ながら、薬や科学物資に頼らずに免疫力を高めるアロマについて学んだことを中心に環境
についてのお話もあり、とても有意義な分科会だった。 
 ～香りはたった５秒で脳を刺激します！香りの特長を知り、香りを上手に生活に取り入
れ、いつもの暮らしをもっと楽しく快適に送りましょう。～
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○国 ～ 平成 20 年度「男女共同参画週間」の標語 

 内閣府男女共同参画推進本部では、毎年６月 23 日から 29 日までを「男女共同参画週間」と

定めています。この週間の趣旨を伝える標語が、応募総数３，０２１点の中から選ばれました。 

 標語 『わかちあう 仕事も家庭も 喜びも』 （埼玉県 加藤英樹 様） 

★この標語からも、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の必要性が感じられます。 
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情情報報・・アアイイデデアア  募募集集中中！！！！  

 市少子化対策・男女共同参画推進室で

は、れれででぃぃすす・・ねねっっととわわーーくく掲載用の情

報・アイデアを随時募集しています。 

 募集内容は、「こんな団体がある、こ

んなすてきな人がいる」といった情報提

供、「こんな特集を組みたい」といった

アイデアなどです。 

 意見・感想もお待ちしています。 

【お問い合わせ】 

市少子化対策・男女共同参画推進室 

TEL/FAX：22-6002 

E-mail ↓↓↓ 

Syousi@city.kamaishi.iwate.jp 
(件名に”れでぃす・ねっとわーく宛”  

とご記入ください。) 

約 10 年ぶりにもどってきましたが、

男女共同参画は牛か亀の歩みのよう

でじれったいです。しかし、亀の１歩

も明日の未来のため。がんばらなくち

ゃ････!!（Ｋ.Ｉ） 

笑いも苦労も３人でわかちあっては

や３ヵ月。職場での参画もいい感じで

す。（Ｙ.Ｃ） 

子どもが今年度から保育園に入園し

ました。ワーク・ライフ・バランスと

いう言葉が身にしみる今日この頃で

す。（Ｔ.Ｎ） 

協協賛賛店店登登録録・・カカーードド申申請請承承りり中中！！！！  

 たくさんのお店・企業からご協力を頂

き、本年６月１日から、釜釜石石市市子子育育てて応応

援援カカーードド（（かかままリリンンカカーードド））事事業業がスタ

ートしました。 

 高校生以下のお子さんと、妊婦さんの

いるご家庭全てが、カード交付対象世帯

となります。 

 協賛店登録も引き続き募集中です。 

 今後市民の皆様と一緒になって、かま

リンカード事業の輪を広げていきたい

と思っています。 

【お問い合わせ】 

市少子化対策・男女共同参画推進室 

TEL/FAX：22-6002 

みみななささままののおお住住ままいいのの地地域域へへ職職員員をを派派遣遣ししまますす！！！！  

 男女共同参画センターは、男女共同参
画社会の実現に取り組むため、みなさま
がお住まいの地域、職場、学校などに職
員を講師として派遣いたします。 

まずはお気軽にご相談ください。 
 

 
 
 
 
 
 

【お問い合わせ】 
男女共同参画センター(アイーナ 6 階)
〒020-0045 盛岡市盛岡駅西通り 1-7-1
TEL(019)606-1761 FAX(019)606-1765

E-mail:danjo@aiina.jp 
HP:http://www.aiina.jp/danjo/index.html

例えばこんな講座はいかがですか？ 

◆男女共同参画概論 

◆ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ防止講座 

◆女性のためのﾁｬﾚﾝｼﾞ講座  など 


